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120 松山大学論集 第32巻 第4号
発表は2月26日になされ，901名を発表した。8）
2月，太田明二経済学部長の任期満了に伴なう経済学部長選挙が行なわれ，
入江奨先生が選出された。
3月，入江先生は経済学史学会西南部会編『経済学史研究』（ミネルヴァ書
房）の第2編「古典派経済学の体系とその展開」の第6章「マルサス」を執筆
した。この論文について，入江先生は後に「一方で概説であることを求められ
ながら，他方で，マルサスの社会科学の形成のプロセスとその体系の特徴に照
明をあて，特に，『人口論』と『経済学原理』の関連について，全体としてど
のように考えたらよいかを問題にしている。マルクスが『矛盾』の確認から出
発し，体制に対する平等主義的批判の空想性をつき，矛盾の法則的認識に取り
組み，『自然の恩恵』にからみついているモツレをときほぐし，『自然の恩恵』
を生かす道を考えた，と見ている」と述べている。9）
3月下旬，第22回卒業式が挙行された。経済学部447名が卒業した。10）入江
ゼミでは，伊藤，久保，重岡，松浦由紀子（ゼミ連），森，山積，重信，得居
ら34名が卒業した。
3月末，大学院経済学研究科修士課程の入試が行なわれ，定員10名に対し，
11名が受験し，5名（芳野俊郎ら）が合格した。11）
（以下，次号）
8）松山商科大学『昭和48年度入学試験要項』，『六十年史（資料編）』174頁。294頁。
9）入江奨「松山商科大学大学院（博士課程）設置協議書」の研究概要，1973年11月28日。
10）『六十年史（資料編）』141頁。
11）同，161頁。
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